
2024 年 防衛医科大学校公式庭球部 OB・OG 総会 ～議事録～ 
2024 年 3 月 17 日（日）15：00～ 

 
出席者（敬称略）：25 名（Web 6 名） 
 
1. 開会の挨拶 

大渕 康弘 先生 
2. 議長選出 

全員一致で大渕 康弘 先生が選出された． 
 

3. 亡くなられた会員への黙祷 
 

4. 会員動向 
全 272 名 
医学科卒業（1 期～44 期） 234 名 

    1-10 期：47 名 
   11-20 期：50 名 
   21-30 期：51 名 
   31-40 期：59 名 
   41-44 期：27 名 
看護科卒業（1 期～6 期）38 名 
 
＊学生テニス部：  男子部； 医学科 27 名看護科 3 名  計 30 名 

（総 45 名） 女子部； 医学科 7 名看護学科 8 名 計 15 名 

新入会員の紹介 



R6 年卒業 9 名 
医学科 45 期： ７名 
看護科 7 期： ２名 
 

5. 事業報告 
 東医体・夏季合宿支援 
 卒業生記念品支援 
 

6. 会計報告および監査報告  
R5 年度分 

 

 

【収入の部】
No 収入項目 令和5年度(4月-翌2月)

1 前期繰越残高 678,816
2 会費 695,000
3 利子 8
4

1,373,824

【支出の部】
No 支出項目

1 ブレザー代 478,610
2 夏合宿補助 総会により決定
3 エンブレム 45,000
4 ボール代 0
5 看護学科卒業記念品代 31,790
6 OBOG総会準備 34,110

589,510

年度末通帳残高 784,314
(3/14現在)

収入合計

支出合計



7. 検討事項の討議 
a) 規約の見直し（次ページ） 

ア. 役員選出法 
イ. テニス部への支援に関する細則 
ウ. 功労記念に関して 

 
 細部の修正点について，以下規約内赤字で示し，出席会員の一致を得た． 
 
【規約の見直し】 

防衛医科大学校硬式庭球部 OBOG 会規約 

 
（名称） 
第１条  本会は、「防衛医科大学校硬式庭球部 OBOG 会」と称する。 
（目的） 
第２条  本会は、会員相互の親睦を図ることを目的とし、併せて防衛医科大学校硬式庭球部

を後援する。 
（会員） 
第３条 本会は、防衛医科大学校（医学科および看護学科）硬式庭球部を卒部した者及び特

別に許可された者を以て構成し会員となる。 
第４条 会員は、会費を納め、本会の運営及び防衛医科大学校硬式庭球部の発展に協力する。 
（組織） 
第５条 本会には次の役員を置き、役員会を構成する。 
    会長     １名 
    副会長    １－2 名 
    事務局長   １名 
    事務局長補佐 若干名 
    会計     １名 
    監査     １名 
第６条 役員は、各卒業年度単位の意見等を反映出来るように、他の役員と協力し本会の健

全なる運営に寄与する。 
第７条 
１ 前条役員は原則として会員総会にて選出する。事務局長補佐は事務局長が指名するも

のとする。 
２ 役員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。 
３ 止むを得ない事情による任期途中の交代については、役員会で選出し総会に報告する

OBOG 会への改称 



ものとする。 
第８条  各役員は以下の責務を負う。 
１ 会長は、本会を代表して会務を掌る。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長不在時等必要あるときは職務を代理する。 
３ 事務局長は、本会の運営にかかわる事務を担当し、総会及び役員会にて本会の運営に関

する事項を報告する。事務局長補佐は事務局長の職務を補佐する。 
４ 会計は、会費を管理し、会計報告を行う。 
５ 監査は、本会の会計内容を監査し、監査報告を行う。 
 
（役員会） 
第９条  定例役員会は年１回行う。 
１ 本会の規約改正に関する協議及び改正案の決議 
２ 会計処理に関する協議及び会計報告案の決議 
３ 監査報告に関する協議及び監査報告案の決議 
４ 本会の運営（年度計画の計画実施に関する事項等）に関する協議 
５ 任期途中の役員交代の承認 
６ その他 
第１０条 臨時役員会は、必要に応じ会長の了解の下に事務局長が召集し、開催することが

できる。 
（総会） 
第１１条 総会は、会長が年 1 回召集する。但し、会長が必要と認めた場合は、臨時に開催

することができる。 
第１２条 総会での決議は、出席した会員の過半数の賛成を以って成立とする。 
第１３条 総会は次の事項を審議し或いは報告を受け、必要事項についてこれを決定する。 
１ 議長選出 
２ 役員改選 
３ 本会の規約改正に関する協議及び決議 
４ 会計処理に関する協議及び会計報告の決議 
５ 監査報告に関する協議及び監査報告の決議 
６ 本会の運営（年度計画の計画実施に関する事項等）に関する協議 
７ 任期途中の役員交代の報告 
８ 防衛医科大学校硬式テニス部年間活動報告 
９ その他、質疑応答等 
（会計） 
第１４条   
１ 本会の経費は、会費、助成金、寄付金及びその他の収入をもってあてる。 



２ 本会の会計年度は毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 
３ 会費は、医学科卒：年額１０，０００円，看護学科卒：年額５，０００円とし、各会計

年度内に納入するものとする。 
（その他） 
第１５条  この会則の施行にあたり必要な事項は会長が会員にはかり別に定める。 
 
   附      則 
 本会則は、平成２８年１月 1 日より施行する。  
 令和 6 年 4 月 1 日改変（令和 6 年 3 月 17 日 OBOG 総会決議） 
新役員の承認計画（案） 
 
令和 6 年 防衛医科大学校硬式庭球部 OBOG 会役員 
会長： 尾崎 重之（ 7 期） 東邦大学医療センター大橋病院 心臓血管外科教授 
副会長： 大渕 康弘（11 期） 防衛医科大学校総合臨床部 臨床教育教授 
 本強矢 隆生（18 期） 本強矢整形外科医院 院長 
事務局長： 豊岡 輝繁（18 期）  防衛医大脳神経外科 臨床教育教授 
事務局長補佐： 岡本耕一（22 期） 防衛医大下部消化管外科 講師 
 加藤 章一郎（29 期） 防衛医大血液内科 助教 
会計： 梶原 由規（21 期） 防衛医大下部消化管外科 准教授 
監査： 石塚 俊明（ 9 期） 防衛医大薬理学講座 教授 
 
事務局住所 〒359-8513 
 埼玉県所沢市並木 3-2 防衛医科大学校 4 号館 3 階 脳神経外科医局 
      防衛医科大学校硬式庭球部 OBOG 会事務局 
 
 
●細則の見直し・新設（案） 
ア） 役員選出法に関して（案） 

 
・ 10 年期ごとに（将来の）会長，副会長候補を挙げ，例えば， 

 1- 9 期：会長，監査 
10-19 期：副会長 
20-29 期：事務局長 
30-39 期：会計，事務局長補佐 
40-49 期：事務局長補佐 
と，候補者を推挙し，世代が変わるに従い移行していく，など →賛同を得た． 



・遠方で総会に出席できない会員も多いので，各地域単位（北海道東北，関東，関

西，九州…など）で代表・担当者を設け，支部会を行ってはどうか？ 
→今後の検討課題． 

 
イ） テニス部への支援に関する細則について 

夏合宿および東医体支援（案） 
・テニス部長の宿泊代の半額＋交通費＋激励費を計上 
・テニスコーチへの謝礼 
 

 例）令和 5 年合宿および東医体支援の経費 
 部長宿泊代 46,200 円： 1 泊 7,700 円×6 泊 
 部長交通費 11,120 円： 
  ガソリン代（片道距離 111ｋｍ 2,470 円） 
  高速代 3,090 円（入間ＩＣ-山中湖ＩＣ） 
 学生への激励費 4 万円（ボール代 etc. 支援を含む） 
 計￥74,220： 宿泊代の半額＋交通費＋激励費 
→ R5 年度の件については賛同を得た．今後は OBOG 会の資金運用を見直し，そ

の中で十分な支援が行っていくのが望ましい．資金運用については，会費の徴収の

みでは困難なため，有志会員からの寄付を募るなど検討を．その一環で OBOG 会

ホームページの立ち上げを検討する． 
 
ウ） 特別功労賞に関して（案） 

テニス部長，テニスコーチのご退官/ご退任等に際して，特別功労賞の進呈 
→賛同を得た． 



8． 防衛医科大学校硬式テニス部年間活動報告 
  男子 東医体第４位：記念プレートの作成について：全会員の賛同を得た． 
    
 
 

8. 特別功労記念 
関修司先生 
 

9. 新会長挨拶 尾崎 重之 先生（医大 7 期） 
 
10. 閉会の挨拶 
  

案）記念プレートの作成 



9．新会長挨拶 

 尾崎 重之 先生 

10．特別功労記念 

 関 修司 先生 

11．閉会の辞 

 大渕 康弘 先生 


